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第20回柳波賞に増田さん!!

柳波賞受賞作品決定
本市名誉市民で童謡作詞家・林柳波の功績を顕彰するため、毎年、童謡

詩を募集しています。今年は全国から1,637編の応募があり、詩人の高階

杞一さん、岡田芳保さん、詩人で女優の黒木瞳さんの厳選な審査の結果、最

高賞の柳波賞に京都府京都市の増田邦比古さんが選ばれました。
審査会の様子　左から黒木さん、高階さん、

岡田さん

たかしな

き いち

そうしゅんの　うみの

いろをした

ははの　つくった

くさもちの

えくぼ　みたいな

ゆびのあと
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ゆびのあと

のやまが　うるんだ
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くさもちに

つげる　あふれる

ありがとう

つげる　いっぱい

ごめんなさい

増田邦比古
(敬称略)

新
築

柳波賞

「くさもち」

瑞宝双光章
【教育功労】

元公立小学校長

津久井勲さん(白沢町高平)

秋の叙勲

昭和43年に教員となり、白沢小学校長や利根教育事

務所長、県学校人事課長、県総合教育センター所長な

どを歴任。その後も沼田市教育委員会教育長として、

44年の長きにわたり教育の充実に尽力されました。

｢児童生徒や保護者など多くの人に支えられ、今日を

迎えることができました。とりわけ教育長当時は市民

の皆さんにお世話になり心から感謝しています｣

藍綬褒章
【更正保護功績】

保護司 鈴木典子さん(岡谷町)

秋の褒章

平成４年に保護司に拝命され、罪を犯した人の更正

に尽力しています。

｢元々は専業主婦で、子どもを２人育てました。私

にできることは母親のような心で接し、信じて見守る

こと。社会に送り出せた時は本当に嬉しい。関係者の

皆さん、影で支えてくれる主人に感謝です｣

瑞宝単光章
【専門工事業務功労】

吉田直土木㈱河津工事事務所

所長

加藤千代美さん(大釜町)

秋の叙勲

昭和57年に入職。平成15年に所長に就任し、現在は

管理者として関越トンネル上り線をはじめとする全国

のトンネル土木工事を手掛けています。

｢家族の支え、会社の皆さんの協力に感謝。トンネル

完成までに毎回違う物語があり、貫通の光を見た時は

とても嬉しい。これからも命を守るという使命で、常

に心新たに、丁寧に仕上げていく思いです｣

瑞宝双光章
【学校保健功労】

学校薬剤師

生方資敏さん(東倉内町)

高齢者叙勲

昭和36年に学校薬剤師に任命。平成28年まで長年に

わたり利根沼田学校保健会副会長を務めました。現在

も学校環境活動の保持や薬物の正しい使用法の指導な

どに従事し、児童生徒の健康増進に寄与しています。

「貴重な賞を受けることができ、とても嬉しい。関係

者や家族の協力に感謝し、今後も将来を担う子どもた

ちの安全のために、薬剤師として励んでいきます」

【スポーツ】

元県弓道連盟会長

須田定雄さん(高橋場町)

【保健】

県医師会副会長

西松輝高さん(戸鹿野町)

栄えある受章おめでとうございます

県功労者表彰

瑞宝単光章
【警察功労】

元警部

加藤弘雄さん(東原新町)

危険業務従事者叙勲

昭和40年に群馬県警察官を拝命。交番勤務を経て主

に県警本部の警備部門に所属、退職までの37年間、要

人警護やテロ対策などの警察業務に尽力されました。

｢上司や先輩、同僚の指導や助けで今日の私があり、

影で支えてくれた妻など多くの人に感謝の気持ちでい

っぱいです。今後は地域活動に参加して、住みよいま

ちづくりのために努力していきたいと思います｣

秋の叙勲、危険業務従事者叙勲、

高齢者叙勲、秋の褒章、県功労者表彰


